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白
菊
奇
談
と
石
点
頭

中

村

幸

彦

取

上

げ
る
白

菊
奇

談

と
は

、
竹
岡

正
夫
氏

編

の
富

士
谷

成
章

全
集

下

に

紹
介

翻
刻

さ

れ
た

、
成
章

作
と

思
わ

れ
る
小

説
集

で
あ

る
。
た

だ
し

そ
れ

に
は

、
予
定

九

話

の
中

、
第

一
帖

「
中
宮

の
小

大
進

軍

衣
を

縫

て
夫
を

定

む

る
話
」

一
つ
の
み
を
収

め
る
。

こ
こ
で
白
菊

奇

談
と

し

た

の
も

、

そ

の

一
話

の
み

に

つ
い

て
で

あ

る
。
内
容

に
関

す

る

こ
の
小
論

で

は
又

、

こ
の

書

の
書

誌
的

な

解
説

は
、
悉

く
竹

岡
氏

の

そ
の
書

を
見

る

こ
と
を

希
望

し

て
、
先

ず
梗

概

か
ら

入

ろ
う
。

人
王

七
十

代
後

冷
泉

天
皇

は
、
文

学

風
流
を

解
し

た

名
君
主

で

あ

っ
た

が

、
内
寵

盛

ん
で

、
佳

麗
が

宮
廷

に
多

か

っ
た
。

あ

る
年
十

月
中

旬

、

一
夜

に
し

て
新

雪
が

あ

っ
て
、
中

宮

二
条

院

で
雪

見

の
宴
を

催

し
た
。

和
歌

を

奉

っ
た

う
ち
、
中

宮

の

「
九

重

に

つ
も

れ

る
雪

の
高

け
れ
ば

越

の
白

嶺

を
思

ひ

こ
そ

や
れ
」
の
名
歌

に
、
か

え

っ
て
竜

顔

を
曇

ら
せ

た
。

関
白
頼

通

の
問

い

に
、
万
民

の
寒
苦

が

し

の
ば

れ

、
殊

に
陸

奥
遠

征
既

に
十

一
年

の
、

源
頼
義

旗
下

の
二
万

五
千

の
軍
士

は
霜

に
眠

り
雪

に
臥

す

。
官

庫

の
資
材

を
以

っ
て
、

宮
女

に
戦
襖

を
縫

わ

せ

、
工
女

の
姓

名

を

し

る
し

て
、
送

る

べ
し
と
命

じ
た

。
中
宮

の
今

参

の
女

房
小

大
進

は
、

木

工
頭

の
娘

な

が
ら
継

母

に
憎

ま

れ
、
漸

く
乳

母
子

の
叔

母

の
縁

で
宮

仕

え

に
出

で

、
我
身

の
不
幸

を
か

こ

っ
て
い
る
。

戦
襖

を
縫

う

う
ち

の

転
寝

に
、
中
宮

の
前

に
琵

琶

を
弾

く

べ
く
召

さ
れ

て
、

見
知

ら

ぬ
男

に

つ
け
ら

れ
た
文

を
君

前

で
落

す
。

よ

っ
て
階

の
下

の
大

き
な
柏

木

に
縛

ら

れ
る
夢

を
見

る
。

こ
の
夢

の
後

、
自
ら

の
境

遇

や
、

そ

の
襖

を
受

け

る
軍

士

の

こ
と

な
ど

想
像

さ

れ

て
ゆ
か
し

く

、
「
み
ち

の
く

の
奥

さ

へ
ゆ

か
し

我

ぬ

へ
る
忍

ぶ

の
衣

き

ん
人

や
た

れ
」

と
か

乙
た

れ

.
彩

箋

に

こ

の
和

歌
を

認
め

、

五
節

に
準
備

し

た
か
ざ

し

の
玉
と

共

に
、
綿

の
中

に

入

れ

て
仕
上

げ

る
。

三
位
紀

氏
廉

、
監

送
官

と

し

て
陸

奥

に
下

り
、

襖

を
分

っ
た
時

、
出

羽

の
軍
士

鰐

田
永
勝

が
も

ら

っ
た
も

の
縁
、
着

る

に
、

肩

に
痛

味
を
感

じ

た
。

針
か

と
し

ら

べ
る

に
何
も

な

い
。
十

四
五
人

の

同
僚

は
皆

同
じ

で

、
京

の
軍
士

藤
井

良

村

に
の
み
、

そ

の
事

な

く
、

甚

だ

身
体

に
合

う

。
永

勝

の
申
出

で

、
証
人

を
立

て
、
合

事
酒

を
汲

み
交

し

て
、
そ

の
襖
を

交
換

し

た
。
良

村

は
御
堂

殿

の
家
司

の
家

柄

か
ら

お

ち

ぶ

れ
た
が

二
十

五
才

の
美

丈
夫

。
下

戸

の
彼

は
少
し

の
酒

に
酔

い
、

睡

か
ら

さ
め

て
肩

の

辺

に
痛

味
を
覚

え
た
。

紫

の
腫

の
折

れ
た
先

を

認

め

、
襖

を
開

い

て
玉
と

和
歌

を
得

る
。
そ

の
風
流
を

よ

み
し

、今

の
自

分

は

一
死
酬

国

の
身

、
来

世

の
縁

と
も
な

れ

よ
か
し

と
思

っ
た

り

す

る
。
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兎

も
角

、
宮

廷
で

の
出
来

事
、
主

帥
頼

義

に
報
告

す

べ
き

か

、

こ
の
女

性

の
為

に
知

ら
せ
ず

に
お

く
か

、
思
案

最
中

に
、
同

僚
伴

棟
貫

に
、
事

情

を
聞

か
れ

、
他

言
を

禁
じ

て
話
し

た

。
が

、
陣

中

に
噂

が
高

ま
り

、

永
勝

が
と

り
か

え

し

に
来

る
。

二
人

の
争

と
な

り
頼

義

に
訴

え
出

る
。

勅
使

は
ま

だ
滞

留
中

で
、

宮
廷

の
事

、
と
も

か

く
も

奏

問
す

べ
き
で

あ

る
と

、
箋

と
玉

を
携

え
、
襖

は
か

え
し

て
着
せ

し
め

る
。

風
流

の
天
皇

は
、

こ
れ

を

よ
ろ

こ
び

、
小

大
進

に
事

情

を
正

し

た
後
、

こ
の
希
世

の

奇
縁

を

成
就

せ
し

め

よ
う
と

思
う

。
宣
旨

を

下
し

て
良

村

を
召

換

さ
れ

る
。
中

宮

ま
た

小
大
進

に
婚

礼

の
品
を

下

賜
す

る
。

十

二
月

下
旬

、
宣

旨

の
使

、
鎮

守

府

に
到
着
。

あ

た
か
も

よ

し
、

十
七

日
、

官

軍
厨

川

の

柵

を
攻

撃
し

て
、
良
村

は
賊
渠

貞

任

の
首

を
得

て
、

陸
奥

平
和

に
至

っ

た
。
康

平
六

年

二
月

、
頼
義

の
軍

勢

は
凱
旋

し

た
。

良
村

は
兵

衛
尉

に

昇

り
、

氏
廉

の
媒

介

に
よ

っ
て
、

小
大

進
と

め

あ
わ

せ
、

木

工
頭

の
家

に
礼

を

な

さ
し

め

る
。
俊
偉

の
青

年

、
嬌
容

の
少
女

、
誠

に
良

縁

で
あ

っ
た
。

小
大

進

が
、
歌

朧
を

天
聴

に
達

し

た

一
点
を

う
ら

む

に
、

良
村

、

陸
奥

で

の
、

事
情

を
語

っ
て
、
天
定

の
縁
分

人
意

の
測

る

べ
か

ら
ざ

る

も

の
あ

る
を

知

る
。
柏

木

に
縛

ら

れ
た
夢

も

亦

、
衛

門
府

の
将

に
嫁

す

の
兆

で

あ

っ
た

こ
と
を

さ

と
る
。

中
宮

よ

り
歌

腱
と

誓
珠

を

返
し

、
「今

ぞ
見

る
君

が
世

に
あ

ふ
浦

浪

に
玉

も
還

て
す

め

る
た

め
し

を

」
、

小
大

進
の

か

え
し

、

「
白
玉

も
君

が
恵

を
光

に
て
あ

ふ

て
ふ
浦

に
還
る

う

れ

し

さ
」

。
良

村

、後

に
大

国

の
守

と
な

り

子
孫
繁

昌

、
木

工

頭

の
当
腹

の

女
子

も

、
良

村
夫

婦

の
庇
護

で
、
幸

を

得

た
。

こ
の
梗
概

で

は
細

叙

し
な
か

っ
た
が

、
後
冷

泉

院

の
宮

廷

の
様

子

に
は

、

登
場

人
物

に
、
頼

通

を
初

め
、
左

大
弁

宰
相

経

家
、

藤

原
師

実

、
女

性

で

は
、
中

宮

の

二
条

院

か
ら

四
条

の
宮

ま
で

、
栄

花

物

語

の

「
根

あ

は

せ
」

の
巻

に
出

る
人

々
が

多

く

、
「
根

あ

は

せ
」

の
巻

に
は

又

、

こ

の
物

語

に
見

え

る
歌
合

の

こ
と

や
、

雪
見

の

こ
と
も

見

え

て

い
る

。

そ

の
栄

花
物

語

の

一
巻
を
舞

台

背
景

に
選

ん
で

、

そ

れ

に
同
時

代

の
前

九
年

の
役

を

か
ら

ま

せ

た
も

の
が

こ

の

一
篇

で
あ

っ
た

。
ま

た

主
要

人

物
小

大

進

の
境

遇

を

の

べ

て
、
実

母

に
早

く
死

別
し

、

継
母

に

に
く
ま

れ

て
、

一
時

は
出

雲

寺

の

法

師

の
色
好

め

る

に
盗

ま

せ

て
、

恥
を

与

え

ん
と

し

た
と

か

、

こ
の
女
牲

が

裁
縫

が

巧
み

で
あ

る
と

か
、

最
後

の
、
継

母

の
子
供

達

も

、
夫

婦

に
よ

っ
て
、
幸

福
な

生
活

を

送

れ
た

と

か
は

、
言

う

ま

で
も

な

く

落
窪

物

語

の

姫

君

の
境

遇
殿
境

か

ら

得

て
来

た
も

の
で
あ

る
。
後

冷

泉

帝

の
好

学

を
述

べ

て
は
、
新

撰

朗
詠

集

に
見

え

る
。
「
忽
看

烏

念

三

明
影

…

…

」

の
詩

句
を

引

き

、
事
件

転

回

の
鍵

と

な

る
中
宮

の
詠
草

も

後
撰

集

巻

八

の

「
年
深

く

ふ
り

つ
む

雪
を

見

る
時

ぞ
越

の
し

ら
ね

に
す
む

心
地

す

る

」
を

下

に
踏

む

如

く

で
あ

る

な
ど

、

日
本
古

典

か

ら
、

様

々

に
拉

し
来

っ
た
所

が

目

に

つ

く
が

、

そ
れ
ら

に

つ
い

て
は
細

叙

し
な

い
。

か

え

っ
て
、
成
章

の
友

人
上

田
秋

成

の
雨

月

物
語

を
想

起

せ

し
め

る

こ

の
和

漢

混
清

の
文

章

に
は

、

こ
れ

も
雨

月

同
様

に

、
か

な
り

生

々
し

く
漢

語
が

用

い

て
あ

る
。
雪

の
降

る

こ
と
を

「
六

花
瓢

動

」

、
炭

火

に
よ

る

こ

と
が

、
「
金

纏
獣

炭

に
椅

り

」
、

縫

い
方

の
よ

い

こ
と
を

「
針

線

す
ぐ

れ

て

精
細

」

、
下
戸

の

こ
と
が

、
「酒

量

不
済

」
、
事
情

を

話
す

こ
と
を

、

「
就

裏

稟

明
す

」
、

そ

の
外

に
も

合
事

酒

・
監

送
官

な

ど
、

白
話

と

思
わ

れ

る
も

の
も
、

ま
ま

見

え

て
、
秋

成
同

様

に
、

中
国

白
話

小

説

に
よ
る

を

う
た

が

わ

し
め

る

に
十
分

で

あ

る
。
出

拠

は
簡
単

に
わ
か

っ
て
、

白
話

短

篇
小

説

集

天
然

痴
嬰

著

、
墨
敢
心
主

人
評

の
石
点

頭

の
第

十

三
話

「
唐
玄

宗
恩

賜
紘

衣
縁

」
で
あ

っ
た
。

こ
の
第
十

三
話

は

、
玄
宗

が
楊

貴

妃
と

雪

見

の
会

に
、

黄

番
緯

の

一
詩

に
、

辺
塞

の
軍

士

の
苦

を
思

い
。
溝

関
を
守

る
歌
野

翰

三
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千

の
軍
士

に
戦

炮

が
送
ら

れ

る
。
宮
女

の
中

、
専

吹
象

管

的
桃

夫

人
が

、

小

大
進

に
あ

た

っ
て
、
裁

縫

の
中

の

一
夢
で

、
玄

宗

に
め

さ

れ
た
所

、
楊

貴
妃

に
見

つ
か
り

、
白
練

で
し

め
ら

れ
ん

と
し

た

こ
と
あ

っ
て
、
以

下

、

監
送

の
役

は
陳

元
礼

、
永

勝

は
王
好

勇
、

良
村

は

李
光

普

、
棟
貫

に
相

当

す

る
人
も

、

名
を

示
さ

ぬ
が
、

や
は

り
介
在

し

て
、

桃

夫

人

の

炮

に

入

れ

た
詩
箋

と
金

叙

は
都

へ
持
帰

ら
れ

る
。
玄

宗

は
、

宮
女

の

こ
の
不
始
末

を

大

い
に
怒

っ
て
、
自

尽
さ
せ

ん
と
考

え

た
が

、
楊

貴
妃

の
同
情

と
と

り

な

し

に
よ

っ
て
、
干

祐
韓

氏

の
故

事

に
な

ら

っ
て
、

二
人

の
縁
を

ま

つ
と

う
さ
せ

る

こ
と

に
す
る
。

不
想
も

、
歌

箭
翰

の
飛
報

あ

っ
て
、
李
光

普
賊

首

を
切

る
の

こ
と

を

つ
げ

る
。

二
人

の
婚
姻

、

事
情

の
話

合

い
、
立

身

な

ど
皆

、
白

菊
奇

談

は
、

と
り
用

い

て
い

る
し
、

文
章

が
殆

ど
和

訳

の
所
も

多

く
、
前

出

の
漢

語
も
悉

く
、
等

し

い
位

置
で

使

用
し

て
あ

る
。

一
二
例

を
か

か
げ

る
。

○
漢

土

の
宮

人
韓
氏

か
紅

葉

に
題
せ

る
詩

、
御

溝

に
流

れ
た

る
を

、
干
祐

こ

れ
を
得

た

る
を

以

て
、
朝
廷

よ
り

妻
と

し

て
賜

は
り

た
る
故

事

と

一
双

に
て
、

○
妾

聞
先

朝

曽
有

宮
人
韓

氏
、

題
詩

紅
叶

、
流

出
御

溝

、
為
文

人
干

祐
所

得
、

后
来

事
聞

朝
廷

、
即

以
韓
氏

賜
祐
為

妻

、
陛

下

何
不

坊
此
故

事

。

○

又
思

へ
ら

く
、

か
く

て
独

間
思
す

る
も

益

な
し

。
我

、
此

心
を
其

人

に

知

ら

し
あ

は
、

後
世

の
姻
縁

と

も
な

ら
ん
か

し

と
思

ふ
ま

ゝ
に

○

想
道

、
我

今

間
思

間

悶
、
総

是
従

然

、
不
若

題
詩

一
首

、

蔵
干
衣

内

、

使
那

人
見

之

、
与
他

結
全

后
世
姻

縁

、
有
何

不
可

以

上

、
白
菊

奇

談

は
、

こ
の
石
点

頭

の

一
話

に
よ

っ
た
と
す

る
十

分

の
証

で

あ

ろ
う
。

石

点
頭

の
我

が
国

へ
の
渡
来

の
初
め

は
し

ら
な

い
が

、
尾

崎
雅

嘉
写

の

舶
来

書

目

に
よ
れ
ば

、
「
宝

暦
甲
戌

(
四

)年

九
番

船
持

渡
小

説

三
十

部
之

拍

」

の
中

に
、
金

陵
葉

敬
池

梓

の
も

の
が

見

え

て
い
る
。

そ

し

て
成
章

の
晩

年

に
は

、
上
方

で
、

こ
れ
を
翻

訳

、翻

案

し
た
作

品

も
出

版

さ
れ

て

い
た
。

来

義

庵
南

峰

の
人
間

一
生

三
世

相

(
安
永

三
)
、
同
人

の
唐
土

真
話

(安

永

三
)

に
は
、
石

点
頭

の
第

二
話

「
慮
夢

仙
江

上
尋
妻

」

第

一
話

「
郭

挺
之

榜
前

認

子
」

の
意

訳
が
あ

り

、
大
雅

舎
其

鳳

の
太

平
記

秘
説

(天

明

二

)

は
第

九

話

「
玉
篇

女

再
世

玉
杯

縁

」

の
翻

案

、
三
宅

囎
山

の
宿
直

文

(
天

明

五

)
に
も

、
第

十

二
話

「
侯

官
県

烈
女

繊
讐

」
の
意
訳

が
あ

る
な
ど

は
、

既

に
述

べ
た

こ
と

が
あ

る

(拙

著
近

世
小

説
史

の
研
究

「
読

本
発

生

に
関

す

る
諸

問
題

)
。
上
方

の
中

国
小

説
愛

好
者

の
間

に
は
、

か
な

り

に
興
味

を

も

た
れ

た
本
で

あ

っ
た

と
言

っ
て
よ

い
。
こ

の
白
菊

奇
談

の
筆
者
ぞ

あ
り

、

竹

岡
氏

に
よ

っ
て
、
著

者

と
み

な
さ

れ

る
成
章

は
、

実

に
中
国
小

説

愛
好

者

の

一
人
で

あ

っ
た
。

彼

の
兄
皆

川

漢
園

の
寛

政
九

年
六

月

二
十

一
日
に

な

っ
た

「
書

通
俗

平
妖

伝
首

」
(
漢
園
文

集

巻
之
六

)
の

一
文

を

そ

の
証
と

し

て
、

か
か

げ

て
お

く
。

余

与
弟

章
、

幼
時

嘗

聞
、
家

大

人
説
水

濤
伝
第

一
回

、
魔
君

出
圏

将

生

世

之
事

、
而

心
願

続

聞
其
後

事

、
而
家

大

人
無

暇
及

之

、
余
兄

弟

因
請

其

書

、
枕
籍

以
読
之

、
経

一
年
後

、
粗

得

通
暁
其

大

略

、
及
十

八

九
歳

得

一
百
回
水
濤
読

之

、
友

人
清

君
錦
亦

酷

好
之

、
毎

会
互

挙
其

文
奇

者

、

以
為

談
資

、
後

又
遂
与

君
錦

競
共

読
他

演

奇
小

説
、

如

西
遊

西
洋

金
瓶

封

神
女

仙
禅

真
等

諸
書

、

無
不
遍

読

、
而
皆

謂
其

制

構
有

所
窮

、

而
不

耐

久
観
也

、
最
後

得
平

妖

伝
読
之

、

其
奇

百
出

可
以

与
水

濫
鳩
行

　

、

与

君
錦

弟
章

玩
読

不

已
、
此

距
今

四
十
余

年
前

事
也

(下

略

)

と

。

四
十
余
年

前

と
は

、
宝

暦

の
中

頃

に
あ

た
る

。
清

君
錦

こ
と

清

田
倦

曳
が
、
貫

華
堂

本
水

濤
伝
を

評
し

た

の
も
、
そ

の
頃

宝

暦
八
年

で

あ

っ
た
。
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成
章

は
青

年
期

か

ら

の
白

話
小

説
好
き

で
あ

っ
た

。
儂

曳
に
照
世

盃

(
明

和

二

)
の
訓
訳

あ

り
、

一
方

、

上

田
秋

成
が

長
く

雨
月

物

語
を
あ

た

た
め

て
い
る

こ
と
も

知

っ
て
い
た
で
あ

ろ

う
。
中
井

履
軒

の
如
き

に
も

、
韓

氏

紅
葉

の
故

事

を
、

日
本
化

し
た
雅

文

「
し
が

ら
み

」
が

あ

っ
た

。
白
菊

奇

談
も

、
成

章

の
作

と
考

え
る

に
、
十
分

の
彼

の
環

境
で

あ

っ
た

。

成

章
ら

は

、
し

か
し
小

説
を
読

捨

て
に
し

た

の
で

は
な

い
。
棋

園

の
文

章

に
も
あ

る
如

く

、
文
章

を
評

し
、
構

成
を

論
じ

た

の
で

あ

る
。

謄

由
又
の

水

濤
伝
評

や
、
中
世

二
伝
奇

(
安

永

二
)
の
評

に
も

見

え
る
如

き
、

批
評

規

準

を
も
確

乎

と
し

て
持

っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と

は
又
成

章

、

漠
園
兄

弟
も

同
じ

で
あ

っ
た

ろ

う
。

よ

っ
て
、

こ
の
白

菊
奇

談

で
も
.、
た

だ

に
石
点

頭

の
筋

を
、
平

安

朝

に
引

移
し

た

の
で
は

な
く

て
、
彼

の
小

説
観

を

通
し

て
、

こ
の
翻
案

が

試
み

ら
れ

た
と
見

る

べ
き

で
あ

る
。

石
点

頭

と
奇
談

㍉

こ
の

二
話

の
間

に
き
わ

め

て
い
ち
じ

る
し

い
差

を

一
二
指
摘

し

て
見

よ
う

。
桃

夫

人
は
後

宮

の

一
員
で

あ

っ
て
、
夢
中

で
も

、
玄

宗

に
め

さ
れ

る
し

、

そ

の

こ
と

を
、

夫
人

も

「
不
想
今

日
却
有

任
心
般

僥
倖
也

」
と

思

う
。

一
件

が

明

ら
か

に
な

っ
て
後
、

玄
宗

は

「
朕
宮
中
焉

有
此

事

」
と
怒

っ
て
い
る
。

石
点

頭

の

こ

の

一
話

は
、

そ
れ
を
批
判

し

た
も

の
と
も

思

わ
れ

な

い
か
ら

後

宮

の
制

度

を

認
あ

る
と
す

れ
ば

、
桃
夫

人

の
行
動

は
、

宮
怨

の
痴
情

で

あ

り
、

玄
宗

が
怒

る
よ
う

に

一
種

の
不
義

で
あ

る
。

道
徳

的

に
弛
緩

し

た

社
会

や
、
後

宮
制

度

に
習

れ
た
中

国
で

は
、
或

は
何

も
気

に
す
る

こ
と
で

は
な
か

っ
た
か

も
知

れ
な

い
。
し

か
し
成

章
は

、

こ
れ
を

日
本

の
平

安
朝

に
移

す

に

つ
い
て
は

、
小
大

進

の
行
動
と

境
遇

を
、

道
徳

的

に
批
難

さ

れ

な

い
よ
う

に
、

き
び

し
く
留
意

し

て
叙
し

て
い
る
。

小
大

進

は
天

子

に
め

さ
れ

る
よ

う
な

身
分

で
も

な

い
。
親

に
も

か

え
り
み

ら

れ
な

い
不
幸

な

運

命

の
下

に
あ

る
。

「
我

、
父

母

に
背

き
、
親

戚

に
た

に
隔

り

ぬ
。
此

世

菰

て
夫

を
も

得
、

よ
す

か
定

ら

ん
事

、

い

つ
か
あ

ら

ん
。

…

…
男

の
衣
を

手

に
触

る

こ
そ
思

か
け

ぬ
事

な

れ
。

…

…
我

縫

所

の
襖

を
着

ん

人

は
誰

そ
や

、

是

又
縁
分

な

ら
す

や
L

と
、

誰

と
も

知

ら

ぬ
人

に
、

恋
歌

を
送

る

こ
と

に

つ
い
て
も

、
痴
情

の
気
分

を

な
か

ら

し
め

ん

と
努

力

し

て

い

る
。

そ

れ

で

こ
そ
最

後

の
幸
福

も

、
清

ら

か

に
祝
福

さ

れ

る
も

の

に
な

る

の
で

あ

る
。

日
本
人

ら
し

い
好

み
だ

と

解

す
れ

ば

、

一
応
解

さ

れ

る
が

、

そ
れ

だ

け
で

は
な

い
で
あ

ろ

う
。

中
世

二
伝
奇

の

「
琵

琶

君
話

」

は

、
唐

の
季

朝
威

の

柳

毅

伝
と
太

平

広
記

四
C

五

の
王
清

と

を
合

せ

て
、

翻

案

し
た

も

の
で
あ

る
が

、

そ

の
評

の
中

に
、

(
主
人

公
清

人
が

、

竜
王

の
女

を

不
幸

よ
り
助

け
た

が

、
竜

王

か

ら
妻

に
せ

ん
と
言

わ

れ

て
、
断

る
条

で

)
末

二
清

人

ガ
妻

ト

ス

ル
ト

イ

ハ
バ
。
巳

一
伝

ノ
本
意

ヲ
失

フ
ベ

シ
。
二
伝

ノ
本
意

信

義

ヲ
安

ル
ヲ
主

ト

ス

ル
ゾ

。

此

伝

ノ
柳
毅

伝

二
勝

シ

バ
、

此

一
段

有

ル

ニ

ヨ
ツ
テ
ゾ

。

と

あ

る
。
か

う
し

た

読

み
方

が
、

成
章

の
創
作

の
場
合

に
も

働

い

た
と

見

る

べ
き

で
あ

る

。

石
点

頭

の
玄
宗

と
楊

貴

妃

の
間

は

、
滑

稽

と
思

わ

れ

る
程

に
描

か
れ

て

い
る
。

黄
番

縛

の
詩

に
、
寒

冷

の
辺

境

の
軍

士

の
上

を

思

う
玄

宗

は
、

青

年
時

の
玄
宗

の
英
主

の
面
影

が

あ

る
が

、
都

に
持

返
ら

れ

た
桃

夫

人

の
詩

箋

と

金

叙

に
大

い
に
怒

り

、
楊

貴
妃

の
と

り
な

し

で
、

こ
れ
を

許

す

く
だ

り

は
、
「玄

宗

本
是

風
流

天

子

」
な

ど
、

言

訳
が

ま

し

い
言
葉

を

播

入

す

る

が

、
余

り
立

派

な

て

い
た

ら

く
で

は

な

い
。

た
と

え
夢

中

の

こ
と

と

は

い

え
、
桃

夫

人
を

め
し

て
、
貴

妃

に
見

つ
か

り

、
「
朕
独
且

間

遊

到
此

、

並
無

宮

人
随

待

、
卿

家
莫

要

疑
心

」

な
ど

言

っ
て
狼
敗

す

る
滑

稽

な
様

ま

で
も

あ

る
。
滑

稽
味

を
加

え
た
原

作
者

の
気
持

は

理
解

で

き

て
も

、

一
篇

の
主

旨

か

ら
す

れ
ば

、

脱
線

で
あ

り

、

か
え

っ
て
筋

の
緊

密
化

を
欠

く

。

こ
れ
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は

こ
の
篇

に
お
け

る
玄
宗

の
性

格
が
定

ま

っ
て

い
な

い
か

ら

で
あ

る
。
憺

由
又
の
孔
雀

楼
筆

記
巻

三
に

吾

国

モ
唐
土

モ
、

上
手

ノ
作

リ

タ

ル
書

ハ
、

何

ヨ
リ

モ

マ
ヅ
心
匠

ス
グ

レ

タ
リ
、
寓

言

ノ
書

ハ

一
入

心
匠

都

合

セ
ザ

レ
バ

、

コ
ト

バ

巧

ナ

ル

ト

モ
、

見

ル

ニ
タ

ラ
ズ

、
荘

子

ハ
イ

フ

マ
デ

モ
ナ

シ
、

水

群

伝

ハ
論

ズ

ル
ニ
タ

ラ
ザ
ル
書

ナ

レ
ド

モ
、

心
匠

ス
グ

レ
タ
リ
。

吾

国

ノ
寓

言

ノ

書

、
予

ガ
見

ル
所

ニ
テ

ハ
、
源

氏
物

語

ヲ
第

一
ト

ス
ベ

シ

と
あ

っ
て
、
源
氏

物

語

の
心

匠

の
す
ぐ

れ
た

点

を
指
摘

す

る
。
水

濤
伝

の

心
匠

に

つ
い

て
は
、
前

述
し

た
評

や
清

君
錦
先

生

水

酢
伝
批

評

解

(拙

稿

「
清

田
傭

曳
と
水

濤
伝
」
ー

日
本
古

典
文

学
大

系

月
報

第

二
期

一
八
ー

に
少
し

く
紹

介

)

に
そ

の
説

を

残
し

て

い
る
。

こ

の

心

匠

の
語

を

か

れ

ば

、
石
点

頭

の
玄
宗

の
心
匠

は
、
す

ぐ

れ

て
い
な

い

こ
と

に
な

る
。
成
章

は

、

こ
れ
を
後

冷

泉
帝

に
か

え
た
時

、
内

寵
盛

に
佳
麗

、
朝

廷

に
多

い

こ

と

は
、

一
言
す

る

が
、

こ
れ

は
小

大

進

の
如

く
、
中

宮

の
上
繭

大
納

言

殿

に
仕

え

る
下

々
ま

で
、
美

人
多

か

っ
た
を

言

う
用
意

と

し

て
働

か

せ

て
、

専

ら
風
流

に
し

て
文

学

に
理
解

あ

る
人
柄

を
述

べ
て

い
る
。
後

半
で

は
、

、
聡

明
仁
恵

の
主

上
な

れ
ば
、
御

気

色

こ
と

に
悪
か

ら
ず

L
で

、

や
が

て

自
ら

小
大

進
を

め
し

て
、
玉
と
和

歌

を
、
氏

廉

の
陸
奥

土
産

だ

、
見

知

っ

て
い
る
か

と
、

一
寸

ひ
や

か
し
た

り

す
る
。

中

宮

の

小

大

進

へ
の

同

情

と
共

に
、

や
が

て

こ
の
奇
縁

を
成
就

す

る

こ
と
を
許

す

。

一
貫

し

て
い
か

に
も

風
流

の
君
主

の
趣

を
描

い
て
舞

台

廻
し

の
役

目

を

十

分

に

は

た

し

て

い
る
。

こ
の
後

冷
泉

帝

の
心
匠

は
す

ぐ
れ

た
り

と
言

う

べ
き
で

あ

る
。

成
章

と

俗
曳
は
親
友

で
あ

っ
て
、

そ

の
小

説
観

に
も
本

意

・
心

匠
な

ど

共

通

の
も

の
が
あ

り
、

一
は
創
作

、

一
は
評
論

に
叙

上

の
如
く

あ

ら
わ

れ

た

、

と
見

て
よ

い
が
、
成

章
と

秋
成

の

二
友
入

の
間

に
も

、相

共

通
す

る
も

の

の
あ

っ
た

こ
と
は

、
秋
成

の
小

説
観

(物

語
観

)
か
ら

も
言

い
得

る
で

あ

ろ
う

(拙

稿

「
秋

成

の
物

語
観

」
=

国
文

学

二
十

三
号

)
。

近
時

は
、

雨
月

、
春

雨
を

め
ぐ

る
研

究
は

、
百
家

鳴
奏

、

百
花

緯
乱

で

、
学

界

の
慶

事

と
言

う

べ
き

で
あ

る
。
或

人

は
自

ら

の
小
説

読
法

を
も

っ
て
、

作
品

の

裏

面

に
深
く
立

入

ろ
う

と
し

、
或

人

は
外

国

に
流

行

の
新

し

い
研

究
方
法

を

自
由

に
応

用
す

る
。
或

人

は
自

己

の
批

評
態

度

を
初

め
か

ら
堅

持
し

、

或

人

は
秋
成

の
作

家
的

経
歴

や
、
精

神

の
変

化
を

吟
味

し

て
、

そ

の
作

品

に
の
ぞ

ん
で

い
る
。

そ
れ

ぞ
れ

に
面
白

い
け
れ
ど

も

、
学

問
的

研
究

で
あ

る
以

上

、
帰

一
す
る

所
が

な

く

て
は
、

困

っ
た

こ

と

.て
あ

る

。

帰

一

即
ち

、
学

問
的

な
客

観
的

理
解

を
求

め
る

た
め
に

は
、
作

家

が
如

何

な

る

意

図
を
持

っ
て
、
作

品
を

執
筆

し
た

か
。

も
し

そ
れ

が
明
確

に
で

き
な

い

な
ら
ば

、
時
代

的

な

そ
の
類

の
作
品

の
考

え
方

か

ら
類
推

し

て
、

わ
く

を

形

成
す

る

こ
と
が

、
必
要

不
可
欠

の

こ
と

と
考

え

る
。
成

章

や
憺

里
が
考

え
た
本

意
や

心
匠

に
そ

っ
て
、
秋
成

の
作

品
を

も
考

察
す

れ
ば

、

或
は

帰

一
の
方

向

を
見
出

す

の
で

は
な

い
か
と

思

っ
た

り
す

る
、
此

頃

で
あ

る
。
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